
【直売所で梅干など加工品を販売】 【ハイキングコースを整備】

＜地場産農作物等の加工・販売に取り組んでいる事例＞

○地場産農作物の加工販売と観光施設との連携

１．集落協定の概要

市町村・協定名 静岡県浜松市北区引佐町田畑
はままつしきたくいなさちょうたばたけ

協 定 面 積 田（4％） 畑（96％） 草地 採草放牧地
8.8ha 米 みかん

交 付 金 額 個人配分 50％
104万円 共同取組活動 農用地の維持管理費 23％

（50％） 農道の維持管理・補修等 23％

役員報酬 4％

協定参加者 農業者 8人

２．取組に至る経緯

当集落は、みかんの栽培が盛んであったが、急傾斜地が多いため生産効率が低く、

かつ高齢化も進み耕作放棄地が増えていた。その中で、集落内に観光施設「竜ヶ岩

洞」があるという特性を活かし、地域環境を整えながら活性化を図るため集落協定締

結に至った。

３．取組の内容

当集落は、中腹に石灰岩地域特有のカルスト地形が広がる竜ヶ石山の麓にあり、集

落内には鍾乳洞の観光施設「竜ヶ岩洞」がある。年間を通じ地域内外からのハイキン

グ客や観光客が多いことから 「竜ヶ岩洞」と販売協定を結び、入り口駐車場で地場産、

品（梅干・こんにゃく等）の販売等を実施している。

また、本制度の交付金を活用し、協定参加者と地区内住民の協働により、未舗装の

林道を舗装したり花を植えたりしハイキングコースの整備を行った。

さらに、平成 年からはハイキングイベントを行うなど、多くの都市住民等との交18
流を通じ、当集落の活性化等を図っている。



［将来像を実現するための活動目標］

・田畑で栽培した野菜等を加工し 「竜ヶ岩洞」を訪れた人へ販売する。、

・非農家等と連携し、農道・林道の周りにアジサイ等を植え、ハイカーなどの都市住民との交流を活

発にする。

［活 動 内 容］

農業生産活動 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 非農家・他集落等との連携 地場産農産物の加工・販

（ ） （ ）（みかん等： ） ハイキングコースの整備 売 梅干・こんにゃく等8.8ha
個別対応 共同取組活動 共同取組活動

農地・農道の管理 農地と一体となった周辺 農地法面・水路・農道等

清掃・草刈・簡易補修 林地の下草刈り の補修、改良（ ）

共同取組活動 個別対応 共同取組活動

農地法面の点検 鳥獣害防止のための防護

柵等の設置

共同取組活動 個別対応

４．取組による変化と今後の課題等

ハイキングイベントや農産物の加工販売など、集落協定に規定された活動がきっか

けとなり、集落内には、様々な活動に積極的に参加する意識が芽生えている。

一方、農業従事者の高齢化が進み、後継者が不足している。今後は、いかに担い手

を育成・確保するかが課題となっている。

［平成21年度までの主な効果］
○ 非農家・他集落との連携
・ハイキングコースの整備 （約4ｋｍ）

（ 、 、 （ ）、 （ ））・ハイキングイベントの開催 H18 195名 H19 100名 H20 52名 雨天延期 H21 85名 小雨
○ 農産物加工販売（販売品目 梅干、こんにゃく）

（協定参加者以外との連携した活動を行っている場合に記載）集落外との連携

地元観光施設「竜ヶ岩洞」と連携し、農道・林道の周りにアジサイ等を植えたり、ハイキングコース

の整備やイベントを開催している。イベント時には前日の準備や当日の道案内・ガイドなどの活動を行

っている。

[集落の将来像]

・梅干・こんにゃくなどの地場産品の加工販売を行い、ＰＲ活動を行うことで、現在耕作してい

る面積を減らさないようにする。

・地元観光施設「竜ヶ岩洞」と連携し、農道や林道の整備などを行う。


